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平
成
三
十
年
七
月
十
五
日 

次
号
は
十
月
発
行
予
定 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

ま
し
た
。
と
て
も
身
近
な
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。 

「
ホ
タ
ル
の
里
の
会
」
と
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
田
越

川
の
清
掃
と
ホ
タ
ル
の
観
測
を
し
て
い
ま
す
。
観
測
は
下

流
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
、
小
泉
鉄
工
所
裏
門
前
橋
、
光
照

寺
裏
、
馬
場
橋
下
流
、
馬
場
橋
と
法
勝
寺
橋
間
、
法
勝
寺
橋

上
流
、
お
地
蔵
様
付
近
、
武
道
橋
上
流
、
親
水
階
段
５
月
中

旬
か
６
月
上
旬
ま
で
、
毎
日
同
じ
時
間
に
一
人
で
移
動
し

ま
す
。
一
カ
所
で
５
秒
間
、
光
を
数
え
、
そ
れ
を
３
回
繰
り

返
し
記
録
し
ま
す
。
多
く
飛
ぶ
年
も
あ
れ
ば
少
な
い
年
も

あ
り
ま
す
が
、「
今
年
は
多
い
と
か
少
な
い
と
か
、
あ
ま
り

一
喜
一
憂
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」
と
は
ホ
タ
ル
博
士
の

大
場
信
義
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
長
い
目
で
見
守
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

ホ
タ
ル
は
実
は
清
流
と
言
わ
れ
る
川
に
は
い
な
い
の
で

す
。
田
畑
が
近
く
に
あ
り
、
有
機
物
が
流
れ
て
い
る
川
に
は

幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
が
豊
富
で
す
し
、
川

に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
生
え
た
木
は
羽
化
し
た
ホ
タ
ル

の
棲
家
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
、
生
息
流
域
の
川
沿
い

に
ホ
タ
ル
に
影
響
の
少
な
い
街
灯
を
逗
子
市
と
メ
ー
カ

ー
、
地
域
住
民
の
協
力
で
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
付
近
の
住

民
は
、
ホ
タ
ル
の
舞
う
季
節
に
は
川
に
面
し
た
窓
の
明
か

り
を
消
す
な
ど
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
大
場
先

生
に
よ
れ
ば
「
ホ
タ
ル
に
い
い
環
境
は
、
人
に
と
っ
て
も
好

ま
し
い
環
境
」
と
の
こ
と
。
ま
ち
の
環
境
を
考
え
る
と
き
、

ホ
タ
ル
の
生
息
環
境
で
あ
る
か
に
思
い
を
向
け
て
み
る
の

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

     

二
四
年
、
聖
武
天
皇
の
命
を
受
け
た
行
基
が
こ
の
地
に

下
向
し
、
山
に
こ
も
り
十
一
面
観
音
、
釈
迦
如
来
、
薬
師
如

来
の
三
尊
を
彫
り
、
祀
っ
た
の
が
興
り
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
「
神
の
岳
」
と
い
う
山
の
名
が
示
す
様
に
古
来
よ
り

人
々
は
神
が
住
む
山
と
信
じ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
新
編

相
模
風
土
記
稿
に
は
「
境
内
全
て
岩
山
な
り,

其
の
山
間
を

平
ら
げ
て
堂
宇
が
建
つ
、
山
麓
に
総
門
あ
り
、
本
堂
に
至
る

ま
で
凡
そ
五
町
、
そ
の
道
屈
曲
し
て
甚
だ
険
阻
な
り
。
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
山
岳
信
仰
の
霊
地
に
建
て
ら
れ
、
山
は
全

山
凝
灰
岩
か
ら
な
り
自
然
環
境
が
良
く
保
た
れ
山
岳
信
仰

の
面
影
を
十
分
に
留
め
た
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
る
。
薬
師

堂
か
ら
十
州
房
へ
の
登
り
口
に
「
女
人
禁
制
」
の
碑
が
ひ
っ

そ
り
と
た
っ
て
お
り
、
熊
野
三
山
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い

た
こ
と
を
表
し
、
神
聖
な
修
行
の
山
で
修
験
者
が
修
行
し

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
表
参
道
、
裏
参
道
と
も
最

寄
り
の
駅
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
寺
ま
で
三
十
分
程
度

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
緑
深
い
参
道
を
登
り
寺
に
辿
り

着
く
と
下
界
と
は
違
っ
た
、
神
聖
な
空
気
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

春
は
桜
、
初
夏
の
新
緑
、
本
堂
入
り
口
に
咲
く
可
憐
な

イ
ワ
タ
バ
コ
の
花
、
秋
の
紅
葉
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境

と
階
段
を
上
り
、
総
門
を
抜
け
祈
り
の
場
で
も
あ
る
薬
師

堂 

「
田
越
川
の
ホ
タ
ル
」 

 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ホ
タ
ル
が
好
き
で
し
た
。
ホ
タ

ル
は
人
を
恐
れ
ず
、
近
く
に
寄
っ
て
も
逃
げ
な
い
。
両
手

で
そ
っ
と
包
む
よ
う
に
し
て
捕
ま
え
た
も
の
で
す
。
当

時
は
夜
に
な
る
と
蚊
帳
を
吊
り
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
に
ホ

タ
ル
を
放
し
、
明
か
り
を
落
と
し
、
ホ
タ
ル
の
光
を
楽
し
み「田越川」 絵 永橋 爲成 

ま
し
い
環
境
」
と
の
こ
と
。
ま
ち
の
環
境
を
考
え
る
と
き
、
ホ

タ
ル
の
生
息
環
境
で
あ
る
か
に
思
い
を
向
け
て
み
る
の
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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「夕焼けの田越川」絵 伊藤 日美子 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

 
逗子市 HP やフェイスブックも見てね！ 

逗子市景観資産 ～夏特集～ 

まぶしい夏の季節がやってきました。逗子の夏は花火から始まります。海

は赤青黄色鮮やかな閃光がきらめき、今年も逗子海岸は大勢の人で埋め尽く

されました。６月 29 日（金）に海開きを終えて、多くの海の家がオープン

し、市内外からの方々で賑わっています。 

小坪漁港、逗子マリーナなど逗子の景観は海なしには語ることはできませ

ん。それぞれの場所に多くの方が大切な思い出を持っていることでしょう。     

夏を感じられる景観資産に足を運んでみては、いかがでしょうか。 

逗子景観賞 Vol.3 及川佳寿美（逗子文化の会） 

新宿の海沿いに建つ「黒門」。ゆったりとした車寄せのある重厚な門と植木は、第 1 回の逗子景観賞を顕彰した 9 カ所の

うちのひとつです。大正 11 年に成瀬正恭氏（第 15 銀行頭取）が土地を購入し、別荘を建築。黒門は、薩摩屋敷に建てられ

た「鹿鳴館」から移築されたものだとも伝えられています。長男の正一氏が芥川龍之介、久米正雄、松岡譲、菊池寛と帝大

の同級生であったことから、第 4次「新思潮」を創刊（大正 5年）するにあたり、この邸宅で頻繁に集まりを持っていまし

た。 

昭和大恐慌で第 15 銀行が破綻すると不動産会社の管理下に入り、昭和 12 年、新潟の豪農・伊藤文吉氏が別宅として購入

しました。現在はご子息の伊藤淑郎氏が管理。「黒門カルチャーくらぶ」として、逗子市民にはおなじみのレンタルスペー

スとなり、講習会やイベントなどに活用されています。黒松のあるこの風景。長く残していきたいものです。 

 

 

※逗子景観賞   

逗子景観賞は市民による市民のための

景観賞として、1992 年から 10 年間続け

られた事業です。現在その取り組みは行

われていませんが、受賞当時の趣やプレ

ートが残されている場所があります。今

後も受賞の経緯や当時の景観等を 

紹介していきます。 

 

田越川・久木川一斉清掃 

表面でご紹介しました田越川について、平成 30 年６月２日（土）に

一斉清掃がおこなわれました。今回で 11 回目となる逗子の恒例行事

ですが、今年もたくさんの方（549 人）の参加があり、640kg ものゴ

ミが回収されました。年々ゴミの量は減少傾向にあるようです。この

ような活動のおかげで、生態系や景観が保たれているんですね。 

参加された皆様、ありがとうございました。 

鎌倉水彩画塾のご紹介 

表面の絵「夕焼けの田越川」を描いてくださった伊

藤日美子さんが参加されている水彩画塾は、逗子

市民交流センターでも、『水彩画のワークショッ

プ』を開催しています。 

主宰は、芸術文化振興協会の矢野元春先生。日本で

はほとんど知られていない最先端の画法で、初心

者でも約 1 時間で、絵を描けてしまうとか。10 月

10 日(水) には「逗子の街並みを水彩画で描こ

う！」というスケッチ会を行います。 

興味のある方は下記連絡先までどうぞ。 

鎌倉水彩画塾；080-6578-9290（矢野さん） 

 


